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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第３四半期連結
累計期間

第38期
第３四半期連結

累計期間
第37期

会計期間
自　平成25年３月21日
至　平成25年12月20日

自　平成26年３月21日
至　平成26年12月20日

自　平成25年３月21日
至　平成26年３月20日

売上高 （千円） 8,888,748 8,530,061 13,760,769

経常利益又は経常損失（△） （千円） △130,356 △65,321 129,712

四半期純損失（△）又は当期

純利益
（千円） △106,349 △71,394 64,089

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △101,000 △58,959 67,405

純資産額 （千円） 3,016,712 3,124,978 3,185,117

総資産額 （千円） 8,258,024 8,658,609 9,385,249

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純

利益金額

（円） △5.91 △3.97 3.56

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.4 35.9 33.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 99,826 691,000 △109,324

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △26,591 △28,451 △92,908

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,431 △2,251 △1,788

現金及び現金同等物の四半期

末（期末）残高
（千円） 1,615,339 1,999,811 1,339,514

 

回次
第37期

第３四半期連結
会計期間

第38期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成25年９月21日
至　平成25年12月20日

自　平成26年９月21日
至　平成26年12月20日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △2.28 △4.43

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第37期第３四半期連結累計期間及び第38期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。

４　第37期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

５　四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。

　なお、第２四半期連結会計期間において、株式会社安川電機は、同社が保有していた当社株式の一部を譲渡したこ

とにより、親会社からその他の関係会社になりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げ後の物価高から個人消費が低迷し、企業

の収益も円安による輸出恩恵と原材料高の両面があり、業種・規模によって明暗が分かれています。

　当社グループの属する情報サービス業界では、企業の投資意欲からＩＴ投資は緩やかな増加傾向ではあります

が、先行き不透明な景況感から投資にあたっての慎重な姿勢は依然として継続しています。

　このような市場環境下において、今年度は、中期経営計画「Renaissance21（ルネッサンス21）」の２年目とし

て、中期経営計画の成長戦略達成に向けて、営業力と技術力の強化により事業の成長を確実なものとし、人材・

組織の強化と採算性の向上で事業基盤を固め、経営計画の必達に努めております。

　特に、当第３四半期連結累計期間は、景況が先行き不透明な中、経営計画達成のための「量の確保」が最大の

課題であり、販技一体で受注活動を精力的に進めるとともに、経費削減等のコスト削減に鋭意努めました。

　当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は85億30百万円（対前年同四半期比4.0%減）となり、営業損失65

百万円、経常損失65百万円、四半期純損失71百万円となりました。

 

　事業別の概況は次のとおりであります。

 

〔ビジネス・ソリューション事業〕

　当事業では、株式会社安川電機グループのＩＴ投資においてグローバルＥＲＰプロジェクトは一巡しました

が、移動体通信事業者向けシステム開発は堅調に推移しました。

　その結果、売上高は32億76百万円（対前年同四半期比2.2%減）となりました。

 

〔組込制御ソリューション事業〕

　当事業では、医療機器向けのソフト開発やＭ２Ｍソリューションは増加しましたが、製品組込ソフト開発やＦ

Ａシステム構築は減少しました。

　その結果、売上高は38億10百万円（同1.4%減）となりました。

 

〔医療・公益ソリューション事業〕

　当事業では、健康保険者向けの大規模システム構築は増加しましたが、医療機関向けソリューションサービ

ス、インターネット・セキュリティ関連製品は減少しました。

　その結果、売上高は14億43百万円（同13.6%減）となりました。
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（2）財政状態の分析

① 資産

　当第３四半期連結会計期間末の流動資産は57億46百万円（前連結会計年度末比６億49百万円減）となりまし

た。これは、主として受取手形及び売掛金が19億59百万円減少したこと、現金及び預金が６億60百万円増加し

たこと、仕掛品が６億38百万円増加したこと等によるものです。

　固定資産は29億12百万円（同77百万円減）となりました。これは、主として前払年金費用の減少等により投

資その他の資産が95百万円減少したこと、無形固定資産が21百万円増加したこと等によるものです。

　この結果、資産合計は86億58百万円（同７億26百万円減）となりました。

 

② 負債

　当第３四半期連結会計期間末の流動負債は27億29百万円（同５億95百万円減）となりました。これは、主と

して支払手形及び買掛金が５億46百万円減少したこと、未払費用が２億87百万円減少したこと、その他が３億

16百万円増加したこと等によるものです。

　固定負債は28億４百万円（同71百万円減）となりました。これは、主として長期未払金の減少等によりその

他が１億96百万円減少したこと、退職給付引当金が１億20百万円増加したこと等によるものです。

　この結果、負債合計は55億33百万円（同６億66百万円減）となりました。

 

③ 純資産

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は31億24百万円（同60百万円減）となりました。これは、主とし

て利益剰余金が71百万円減少したこと、その他有価証券評価差額金が12百万円増加したこと等によるもので

す。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より６億60百万円増加

し、19億99百万円となりました。

　当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況につきましては、次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加６億６百万円、仕

入債務の減少５億46百万円があったものの、売上債権の減少19億59百万円があったこと等により、６億91百

万円（前年同四半期比５億91百万円増）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得54百万円、有形

固定資産の取得34百万円があったものの、有形固定資産の売却41百万円、無形固定資産の売却18百万円が

あったこと等により、△28百万円（同１百万円減）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、少数株主への配当金の支払額１百万

円、ファイナンス・リース債務の返済１百万円により、△２百万円（同０百万円減）となりました。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

（5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、184,123千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 64,000,000

計 64,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年12月20日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年１月30日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,000,000 18,000,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株であり

ます。

計 18,000,000 18,000,000 － －

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年９月21日～

平成26年12月20日
－ 18,000 － 664,000 － 318,000

 

 

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月20日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成26年12月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式        300
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,998,800 179,988 －

単元未満株式 普通株式        900 － －

発行済株式総数 18,000,000 － －

総株主の議決権 － 179,988 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が800株（議決権８個）含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄には、自己株式（自己保有株式）が４株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年12月20日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

安川情報システム株式会社

北九州市八幡西区東王子町

５－15
300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年９月21日から平

成26年12月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年３月21日から平成26年12月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度

(平成26年３月20日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月20日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,339,514 1,999,811

受取手形及び売掛金 3,683,531 ※ 1,723,928

商品及び製品 80,628 48,029

仕掛品 744,640 1,383,153

原材料及び貯蔵品 10,916 11,458

その他 541,268 581,270

貸倒引当金 △5,038 △1,385

流動資産合計 6,395,461 5,746,266

固定資産   

有形固定資産 676,918 672,836

無形固定資産 125,724 147,630

投資その他の資産   

前払年金費用 1,501,509 1,381,794

その他 685,634 710,081

投資その他の資産合計 2,187,143 2,091,876

固定資産合計 2,989,787 2,912,342

資産合計 9,385,249 8,658,609

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 962,897 416,656

未払金 880,358 850,160

未払費用 1,139,805 852,699

未払法人税等 53,297 4,967

役員賞与引当金 700 525

その他 287,491 604,099

流動負債合計 3,324,551 2,729,107

固定負債   

退職給付引当金 2,360,912 2,480,959

役員退職慰労引当金 28,454 34,054

その他 486,212 289,509

固定負債合計 2,875,579 2,804,523

負債合計 6,200,131 5,533,630

純資産の部   

株主資本   

資本金 664,000 664,000

資本剰余金 318,000 318,000

利益剰余金 2,155,611 2,084,217

自己株式 △99 △99

株主資本合計 3,137,512 3,066,118

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 32,958 45,478

その他の包括利益累計額合計 32,958 45,478

少数株主持分 14,646 13,381

純資産合計 3,185,117 3,124,978

負債純資産合計 9,385,249 8,658,609
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
　至　平成26年12月20日)

売上高 8,888,748 8,530,061

売上原価 7,349,192 6,817,376

売上総利益 1,539,555 1,712,685

販売費及び一般管理費 1,674,523 1,777,873

営業損失（△） △134,967 △65,188

営業外収益   

受取利息 205 203

受取配当金 1,015 1,052

その他 6,879 1,647

営業外収益合計 8,099 2,903

営業外費用   

支払利息 188 240

売上債権売却損 2,021 2,551

その他 1,278 244

営業外費用合計 3,488 3,036

経常損失（△） △130,356 △65,321

特別利益   

固定資産売却益 － 16,947

特別利益合計 － 16,947

特別損失   

固定資産除却損 3,539 34

ゴルフ会員権評価損 － 170

特別損失合計 3,539 204

税金等調整前四半期純損失（△） △133,895 △48,578

法人税、住民税及び事業税 1,112 7,210

法人税等調整額 △27,729 15,785

法人税等合計 △26,616 22,995

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △107,279 △71,574

少数株主損失（△） △929 △180

四半期純損失（△） △106,349 △71,394
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
　至　平成26年12月20日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △107,279 △71,574

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 6,279 12,615

その他の包括利益合計 6,279 12,615

四半期包括利益 △101,000 △58,959

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △100,084 △58,874

少数株主に係る四半期包括利益 △915 △85
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
　至　平成26年12月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △133,895 △48,578

減価償却費 86,744 58,319

貸倒引当金の増減額（△は減少） 109 △3,653

前払年金費用の増減額（△は増加） 129,219 119,715

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △325 △175

退職給付引当金の増減額（△は減少） 89,653 120,047

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,500 5,600

受取利息及び受取配当金 △1,220 △1,256

支払利息 188 240

固定資産除売却損益（△は益） － △16,947

固定資産除却損 3,539 34

ゴルフ会員権評価損 － 170

売上債権の増減額（△は増加） 1,499,169 1,959,603

たな卸資産の増減額（△は増加） △911,652 △606,455

仕入債務の増減額（△は減少） 42,206 △546,241

未払金の増減額（△は減少） △193,586 △59,191

未払費用の増減額（△は減少） △241,732 △287,106

長期未払金の増減額（△は減少） △177,240 △165,601

その他 90,481 204,178

小計 286,160 732,703

利息及び配当金の受取額 1,220 1,255

利息の支払額 △188 △240

法人税等の支払額 △188,250 △79,152

法人税等の還付額 884 36,434

営業活動によるキャッシュ・フロー 99,826 691,000

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △20,341 △34,739

有形固定資産の売却による収入 － 41,183

無形固定資産の取得による支出 △23,026 △54,856

無形固定資産の売却による収入 － 18,174

投資有価証券の取得による支出 △75 △96

その他 16,851 1,882

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,591 △28,451

財務活動によるキャッシュ・フロー   

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,071 △1,071

少数株主への配当金の支払額 △360 △1,180

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,431 △2,251

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 71,804 660,297

現金及び現金同等物の期首残高 1,543,535 1,339,514

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,615,339 ※ 1,999,811
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成26年３月20日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月20日）

受取手形割引高 2,811千円 1,379千円

 

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については手形交換日をもって決済処理しておりますが、当四半

期連結会計期間末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成26年３月20日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月20日）

受取手形 －千円 41,901千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年３月21日
至 平成25年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年３月21日
至 平成26年12月20日）

現金及び預金 1,615,339千円 1,999,811千円

現金及び現金同等物 1,615,339 1,999,811

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年３月21日　至　平成25年12月20日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　　該当事項はありません。

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本等の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年３月21日　至　平成26年12月20日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　　該当事項はありません。

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本等の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成25年３月21日　至　平成25年12月20日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成26年３月21日　至　平成26年12月20日）

　当連結グループは、情報サービス事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月21日
至　平成25年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年３月21日
至　平成26年12月20日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △5円91銭 △3円97銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △106,349 △71,394

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △106,349 △71,394

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,999 17,999

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式がな

いため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

安川情報システム株式会社(E05328)

四半期報告書

14/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２７年１月２９日

安川情報システム株式会社

取 締 役 会 　御　中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 東　 能 利 生　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐　藤　宏　文　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 矢　野　真　紀　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている安川情報シス

テム株式会社の平成２６年３月２１日から平成２７年３月２０日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２

６年９月２１日から平成２６年１２月２０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２６年３月２１日から平成２６年

１２月２０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結

包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、安川情報システム株式会社及び連結子会社の平成２６年１２月２０日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 
（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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